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はしがき

測量士補試験は，測量法に基づいて行われるものであり，測量技術者として，基本
測量と公共測量に従事するために必要な専門的知識と技術を有するか否か，を判定す
るための国家試験です。そして，その出題内容は測量の基本的理論，測量の実務作
業，測量機器の取扱いなど特定分野に偏ることなく，測量全般にわたっての知識が要
求されています。
平成21年度から，測量士補試験は大きく変化し，測量に関する法規と汎地球測位シ

ステム（GNSS）測量が科目として追加されました。そのため，試験対策として，
GNSS測量，GIS，航空レーザ測量のような新しい測量技術への理解を深めるととも
に，「―公共測量―作業規程の準則」の中で出題される内容についても，十分な対策を
する必要があります。
したがって，測量士補試験の合格をめざす方々には，出題範囲を十分に理解した上

で，特定の科目・範囲の学習に偏ることなく，過去の本試験出題内容に合わせて，全
般的な学習を心がけることをお勧めします。
本書は，これから測量士補試験の学習を始める初学者の方々に，短期間で的確に，

かつ，合理的な学習を進めていただくことを意図して作成したものであり，測量士補
試験の合格に必要な知識を体系的，かつ，コンパクトに記述したテキストです。
従来，弊社発行の測量士補基本テキストは「測量士補合格ナビゲーション」の名称

で刊行しておりましたが，平成28年 3 月31日に「公共測量作業規程の準則の一部」が
改正されたことにより，さらに使いやすい基本書にすることをめざし，本年度より新
しい書名「鉄則！測量士補合格ノート」で刊行いたします。内容を一層充実すること
で現在の測量士補試験における出題を効率よく短期間で理解できる学習ツールになっ
ております。
具体的には，測量概論において，測量に関する基礎的な知識を学び，次に，出題範

囲となる測量 8 科目について，できるだけ詳細な説明を行っています。
なお，測量作業にとって不可欠な「―公共測量―作業規程の準則」については，利用

の便を考慮し，本テキストの最後に試験対策とすべき事項について，まとめて掲載し
ました。
本書を十分に活用され，一項目ずつ堅実にマスターし，  1 人でも多くの方が合格の

栄冠を勝ち取られることを，祈念してやみません。



平成28年 9 月
東京法経学院専任講師
測量士・土地家屋調査士
 黒杉茂

「初版」の発行に当たって
測量機器の進歩に伴い，平成28年 3 月31日に，「公共測量作業規程の準則」が一部

改正されました。そこで，このたびの改正における主な改正点を述べると，次の 3 つ
になります。

 1 ．「電子基準点のみを既知点とした基準点測量」の適用拡大
 2 ．「車載写真レーザ測量」の新規追加
 3 ．多言語表記による図式の新規追加
本書では，この中で，測量士補試験と関係が深いと考えられる，「電子基準点のみ

を既知点とした基準点測量の適用拡大」と「車載写真レーザ測量の新規追加」を反映
させ，また，公共測量作業規程の準則も改正法に対応させました。
さらに，書名も「鉄則！測量士補合格ノート（旧書名：測量士補合格ナビゲーショ

ン基本テキスト）」として，新たに発行することになりました。
最新の情報を盛り込んだ本書が，多くの測量士補試験受験生の皆様に利用していた

だければ幸いです。
平成28年 9 月
東京法経学院専任講師
測量士・土地家屋調査士
 黒杉茂
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本書の利用に当たって

本書「鉄則！測量士補合格ノート」は，測量士補試験の全出題範囲について解説し
た基本書であり，作業規程の準則を含めて構成されています。
また，測量士補試験の学習に必要となる数学の知識については，入門書「わかる測

量士補試験の数学」において解説しています。
本書並びに「わかる測量士補試験の数学」の内容と構成については，以下のとおり

です。ご利用に当たって，ご一読ください。

『わかる測量士補試験の数学』と
『鉄則！測量士補合格ノート』の構成

わかる測量士補
試験の数学

珈四則の計算
玳式の計算
珎比と比例
玻三角比
珀測量の計算

鉄則！測量士補
合格ノート

第 1 章　測量概論
第 2 章　多角測量Ⅰ
第 3 章　多角測量Ⅱ
第 4 章　汎

はん

地球測位システム測量
第 5 章　水準測量
第 6 章　地形測量
第 7 章　写真測量
第 8 章　地図編集
第 9 章　応用測量
第10章　測量に関する法規
第11章　―公共測量―作業規程の準則
付録



わかる測量士補試験の数学
測量士補試験の学習の基礎となる数学について，ごく基本的な事項から一歩一歩段

階的に学ぶことができるように作成された，本学院オリジナルの入門書（定価：本体
1,300円＋税）です。
内容は，測量士補試験の学習に必要な知識のみに絞っており，初歩的な知識から系

統づけて解説しています。そのため，数学を得意とする方には知識の整理や再確認に
役立つとともに，数学を不得意とする方には，試験に必要な数学の力が飛躍的につい
てくるように編集したものです。
ぜひ，別途にご購入のうえご活用いただければ幸いです。

鉄則！測量士補合格ノート
測量士補試験に必要な測量の知識について，試験科目ごとに章立てて解説するとと

もに，測量作業に必要な「作業規程の準則」を掲載しています。
第 1 章において，測量の基礎的理論と各科目に共通する測量の基準及び測量に伴う

誤差などについて掲載し，第 2 章から第10章では，試験科目ごとに重要事項をまとめ
ています。
なお，第11章には，測量作業に不可欠な「―公共測量―作業規程の準則」について
は，その全文を掲載することは不可能なので，受験対策として必要と思われる部分の
みについて掲載しています。
「鉄則！測量士補合格ノート」の内容と構成は以下のとおりです。
○　各章の冒頭では，「学習ガイダンス」として，科目ごとの「学習方法」と「重要
事項の位置づけ」について説明しています。

○　各項目においては，まずその基礎的内容を説明し，さらに理解を深めるための確
認問題とその解説を設けています。

○　付録として，巻末に「三角関数真数表」，「数学の公式集」及び「平面直角座標
系」を収録しています。
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 1 ．学習方法

ここに掲載した測量概論の各事項は，「測量とはどのようなものか」のあらまし
を理解するのに必要な最低限度の内容を説明したほか，各科目に共通な測量の基
準，及び誤差とその取扱いあるいは最確値などについて説明したものである。
したがって，測量の基礎的理論については，その概念のみについて理解しておけ

ばよいが，誤差などの内容については，大半の測量科目において関係するところが
多いので，誤差については基本的内容を含め，その応用的範囲をも含めて十分理解
しておく必要がある。

 2 ．重要項目の位置づけ

重要項目に対して，関係する測量内容を挙げれば次のとおりである。

　　　　測量の基準　　　位置の基準と，楕円体高・ジオイド高・標 高の関係が重要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離測定　　　距離測定に伴う測量誤差
　　　　　　　　　　　多角測量
　　　　測量誤差　　　　　　　　　　角観測　　　角観測に伴う測量誤差
　　　　　　　　　　　水準測量　　　レベルの視準と標尺の読取りに伴う測量誤差
　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離測定の最確値
　　　　　　　　　　　多角測量　　　角観測の最確値
　　　　重み平均　　　　　　　　　　座標値の最確値
　　　　　　　　　　　水準測量　　　標高の最確値
　　　　　　　　　　　　多角測量　　　閉合多角路線の内角の総和など
　　　　条件付観測　　　
　　　　　　　　　　　　水準測量　　　水準環の比高の総和

学習ガイダンス

1 - 2

1 - 3

1 - 4

1 - 5
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測量とは，地球の表面又はその付近における諸点の相対的関係位置を測定して，こ
れを数値又は図紙に表現し，あるいは数値又は図で表わされた諸点を地上に表示する
等の作業をいう。そして，測量には地表面の固定的物体の位置関係を決定又は表現す
るばかりでなく，動的な位置の流量測定などが含まれるほか，地図の作成や面積と体
積を求める作業なども測量として取り扱われている。

 1 ．平面位置と高さの位置

測量は，主として諸点（いくつかの点）の相対的関係位置を決定する技術であ
り，相対的関係とは相互関係をいい，位置とは水平位置と高さの位置をいう。
図 1 ・ 1 において，点 Aと点 P

の相対的関係位置を決定する場合
は，何らかの方法によって水平距
離（水平面に正投影した長さ）l

と水平角 α を測定してやれば，
点 Aと点 P（P'）の水平位置が決
定される。
すなわち，点 Pは点 Aを基点にして α&方向へ l mのところにあることを知り，

点 Aと点 Pの水平位置関係を決定したことになる。
次に高さの位置は，何らかの方法で高低差 hを測定してやれば，点 Aと点 Pの

高さの位置を知ることができる。

1 － 1 　測量の定義と分類

A

P

Ṕ

基準方向

水平面

l

h
α

図 1 ・ 1 

P P P P

（ a ） （ b ） （ c ） （ d ） 

A BS A B A BSA B

SS1

S1

S2 S2

［三辺測量］ ［多角測量］ ［三角測量］ ［支距法］

βα α

図 1 ・ 2 
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 2 ．位置の決定法

測量は諸点の相対的関係位置を求めることであり，基本的な位置の決定法として
は，次のような方法がある。

 盧　水平位置の決定法
ア）図 1 ・ 2 秬において，点 A，Bを基準とし，SŒ及び S„の水平距離を測定す
れば点 Pの水平位置が定まり，この測量方法を三辺測量といい，現在は基準
点測量としては用いられない。

イ）図 1 ・ 2 秡において，点 A，Bを基準方向とした水平角 α と水平距離 Sを
測定すれば点 Pの水平位置が定まり，この測量方法を多角測量（トラバース
測量）という。

ウ）図 1 ・ 2 秣において，点 A，Bを基準とした水平角 α 及び β と水平距離 S

を測定すれば点 Pの水平位置が定まり，この測量方法を三角測量といい，現
在は基準点測量としては用いられない。

エ）図 1 ・ 2 稈において，点 A，Bを基準とした水平距離 SŒと S„を測定すれば
点 Pの水平位置が定まり，この測量方法を支距法（オフセット）という。

 盪　高さの位置の決定法
ア）図 1 ・ 3 秬において，AB間の水平距離 Sと点 Aと点 Bの鉛直角（又は高度
角）α を測定すれば，高低差 hが定まり，この測量方法を間接水準測量とい
う。

イ）図 1 ・ 3 秡において，点 Aと点 Bに目盛の付いた尺を立てて，その読みを
a及び bとすれば，AB間の高低差 hは，h=(a-b)で求めることができ，こ
の測量方法を直接水準測量という。

［間接水準測量］

水平面

基準面
基準面

［直接水準測量］
（ a ） （ b ） 

A

A

B

B

sα

a

b

h h

図 1 ・ 3 
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 3 ．測量とは

これから，種々の測量について学習していくことになるが，その要点は次のよう
にまとめることができる。
　　　　　　①位置の表わし方　　　　　　　　　　　　　　　 ……〔ルール〕
　　　　　　　　　すなわち，座標系などの理解がポイントとなる。
　測量とは

　　　　　　　　　③器械の扱い方　　　　　　　　 ……〔技術〕
　　　　　　②位置の求め方
　　　　　　　　　　　　　　④誤差の処理　　　　　　　　　 ……〔現実問題〕
つまり，測量とは，〔ルール〕，〔技術〕，〔現実問題〕という 3 つの要素から成り

立っており，ここで，〔ルール〕と〔現実問題〕は，時代が変わっても変化のない
ものである。それに対して，③器械の扱い方，すなわち，〔技術〕に関しては，器
械の発達に伴い，どんどん進歩しているのである。そして，これらの事柄を各論の
学習をとおして深めてほしい。

 4 ．測量の分類

測量は，諸点の関係位置を定める技術であるが，この測量に関して，一般的に分
類されている測量の種類を挙げれば，次のとおりである。

  1 ）測量区域の大・小による分類
 盧　平面測量　 地球表面の一部を平面とみなして行う測量

なお，ほとんどの公共測量がこれに該当する。
 盪　大地測量（ 又は測地学的測量）　地球の曲率を考慮して行う測量

なお，国土地理院が行う基本測量はこれである。
  2 ）目的による分類
 盧　距離測量　距離を測定する測量
 盪　角測量　　水平角又は鉛直角を観測する測量
 蘯　水準測量　高低差を観測する測量
 盻　路線測量　線状構造物の設計のための測量
 眈　河川測量　河川の維持管理等に用いる測量
 眇　用地測量　用地取得などに必要な図面を作成する測量
  3 ）使用器械による分類
 盧　セオドライト（トランシット）測量　　盪　レベル（水準）測量

⎧⎪
⎪
⎪
⎨
⎪
⎪⎪
⎩

⎧
⎪⎪
⎨
⎪⎪
⎩
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 蘯　平板測量　　盻　トータルステーション測量　　眈　写真測量
 眇　GNSS測量
  4 ）測量方法又は手段による分類
 盧　三角測量　　盪　多角測量　　蘯　水準測量　　盻　平板測量
 眈　写真測量　　眇　トータルステーション測量　　眄　GNSS測量
  5 ）測量順序による分類
 盧 　基準点測量　基準点測量としては，多角測量，トータルステーション測量，

GNSS測量及び水準測量が挙げられる。
 盪 　細部測量　基準点測量によって設置された基準点をもとに，その周辺の地形
（地表の起伏や状態など）や地物（家屋や橋などの構造物）の位置を決定する
作業をいい，細部測量としてはトータルステーション測量，GNSS測量及び支
距法がある。

  6 ）測量法による分類
 盧 　基本測量　すべての測量の基礎となる測量で，国土交通省国土地理院が行う

測量をいう。
 盪 　公共測量　基本測量以外の測量で，次に掲げるものをいう。ただし，建物に

関する測量その他の局地的測量又は小縮尺図の調製その他の高度の精度を必要
としない測量で政令で定めるものを除く。

 一 　その実施に要する費用の全部又は一部を国又は公共団体が負担し，又は補
助して実施する測量

 二 　基本測量又は前号の測量の測量成果を使用して次に掲げる事業のために実
施する測量で国土交通大臣が指定するもの

 イ　行政庁の許可，認可その他の処分を受けて行われる事業
 ロ 　その実施に要する費用の全部又は一部について国又は公共団体の負担又

は補助，貸付けその他の助成を受けて行われる事業
 蘯　基本測量及び公共測量以外の測量

基本測量又は公共測量の測量成果を使用して実施する，基本測量及び公共測
量以外の測量をいう。




